
　とっておきの月曜日　4-3の様子
　先週に音楽の授業がなかった分、今週の月曜日は2時間の音楽がありました。
朝から予定表を見た子どもたちは、「やった！」「今日は音楽が2回もある！」
と大喜び。
　実は、私は小学生の頃、音楽があまり得意ではありませんでした。楽譜を読む
のもリズムを取るのも苦手で、「うまくできないな」と感じることもしばしば。
　しかし、教師になって子どもたちの姿を見ていると、友達と音を合わせながら
少しずつ「できた！」を増やしていく、その過程に大切な意味があるのだと気づ
かされます。一人で完璧に演奏することよりも、誰かと響き合うことの中にこ
そ、本当の楽しさがあったのだと今になって感じています。
　大人になると、楽器に触れる機会はめっきり減ってしまいました。だからこそ
今、子どもたちに混ざって一緒に演奏する時間を、私自身ひそかに楽しみにして
います。
　子どもたちの笑顔と音が重なり合う瞬間に、音楽の楽しさを改めて教えてもら
った、私にとっても「とっておきの月曜日」になりました。(４年３組担任西田)

瀬戸SOLAN学園初等中等部
2026年度第４学年 学年通信

第１９号 ５月２１日発行
とっておきの月曜日


	瀬戸SOLAN学園初等中等部 2026年度第４学年 学年通信 第１９号 ５月２１日発行 とっておきの月曜日

